
　令和６年度の講習会は、２年目の�

中級が６月９日(日)から全８回、１�

年目の初級は９月２９日(日)から全�

６回開催されました。その中に宿�

泊の講習もあります。

　まず、７月６日(土)～７日(日)に、�

船橋市立大神保青少年キャンプ場�

において中級のキャンプ実習が行�

われました。�

　そして、１１月２日(土)～４日(月・�

祝)には、初・中級合同の宿泊研修�

が千葉県立鴨川青少年自然の家にて行われました。当日の参加は、初�

級・中級の講習生が合わせて１１５名。ジュニアリーダー約５０名。青�

少年委員や江東区少年団体連絡協議会からの参加も加わり、総勢約�

２００名となる研修となりました。�

　１日目はあいにくの雨天となり、夜予定されていたナイトハイクは

中止になりましたが、ジュニアリーダーたちの企画で、２日目の朝に�

「あさんぽ」というプログラムに形を変えて行われました。施設の周�

辺にいくつかのポイントを設け、ジュニアリーダーとゲームなどをし�

ながら周っていくプログラムでしたが、講習生たちが笑顔で楽しく�

参加している様子に、見ているこちらも楽しい気持ちになりました。

　２日目の夜は全員で「キャンドルファイヤー」を行いました。中級生�

は、この中で「スタンツ」と言われる寸劇・出し物を行います。事前に�

班ごとで話し合い内容を決め、何度も練習をしてたくさんの人の前で�

披露します。「仲間と協力して一つのものを作り出す」ことの難しさ�

や楽しさなど、貴重な経験の一つになったかと思います。

　今年度の講習会は、２月２日(日)の閉講式で終了しました。中級生は晴�

れてジュニアリーダーにそして初級生は中級生へと、それぞれ一歩進�

んでいきます。これからも、いろいろな経験をしてたくましく成長して�

いくこどもたちを、青少年委員会はサポートしていきたいと思います。

　青少年委員会では、ジュニアリー�

ダーの育成事業を江東区、江東区少�

年団体連絡協議会とともに三者共催�

で開催しています。青少年委員は、主�

に講習会や宿泊研修のサポートを行�

っています。今回は、ジュニアリー�

ダー講習会について紹介します。



　令和７年１月１６日(木)、江東区文化センターにおいて研

修部主催の講演会が行われました。株式会社ＧＥＮプラ�

ンニング総務省地域力創造アドバイザーの奥村玄氏を�

お迎えし「子供の主体的な参加促進」をテーマとして講�

演していただきました。

　まちの概要を知り、こどもたちと一緒にまちづくりを�

考え、こどもたちの出番を作ってあげることや、委員会�

としてこどもが魅力を感じる企画や勧誘する方法・若い�

世代が参加しやすい仕組み作りなど、他の地域の取り組

んでいる事例を紹介いただきながら学びました。こど�

もたちには仲間を大切にする心を持っていきいきと過ご�

してほしいという共通の思いを感じました。今後の青少�

年委員会活動や地域活動に役に立つ良い機会となりま�

した。

　令和６年１１月２３日(土・祝) 江東区立深川小学校で開催�

された防災イベントにおいて、防災体験プログラムを実�

施しました。この活動は、昨年度から深川北部地区の委

員が、選出校の児童や保護者に青少年委員の顔と名前を�

覚えてもらうことを目的に始めた「防災スタンプラリー」�

で、地区内各校のＰＴＡ主催イベントに防災体験ブース

として参加しているものです。今年度は８月に川南小、�

９月に東川小でも開催し、多くの皆さんに災害時に役立�

つ体験をしていただきました。このような活動を通じ�

て、地区内の小学校やＰＴＡから頼られる存在になれる�

よう、ますます精力的に活動していきたいと思います。�

　令和６年１０月１９日(土)・２０日(日)に都立木場公園にて江東区民まつりが�

開催されました。両日とも天候に恵まれたくさんの方が来場されました。青�

少年委員会では、恒例の「なつかしの縁日」をテーマとして射的と今回初め�

てのソースせんべいを行いました。射的には２日間で１，８１２名、ソースせん�

べいには９５１名と多くの方に来場いただき、大盛況のうちに終了することが�

できました。射的ではこどもも大人も真剣に的をねらいながらもわいわい�

楽しんでいただけました。また何度も射的に挑戦するためにブースを訪れ�

る来場者も多く、皆さんに喜んでいただけたと思います。今回新しい試み�

となったソースせんべいでは、青少年委員がいろいろと試行錯誤を繰り返�

して、こどもたちに楽しませながら早く渡せるようにすることができました。�

　今回、青少年委員会のブースで

は、活動のパネル展示や広報紙の�

配布のほか、令和６年１月に発生�

した能登半島地震災害に対し、少�

しでもお役に立てればという気持�

ちで義援金を集めました。皆様の�

ご協力ありがとうございました。



　令和７年１月１３日(月・祝)に、ティアラこうとうにおいて４，４０６名�

を対象にした「二十歳のつどい」が開催されました。今年度も４部制�

で行われ、区長・議長による挨拶のあと、「二十歳の決意表明」が各部�

の代表者によって読み上げられました。その後は、江東区観光キャラ�

クター・コトミちゃんも登壇しておこなわれた「お楽しみ抽選会」で�

会場が大いに盛り上がり、最後に出立の三本締めが行われました。

　青少年委員は、今年も二十歳のつどいの運営に協力し、入退場の�

誘導、記念品の配布、写真スポットでの記念撮影のお手伝いなど、二�

十歳の皆さんやご家族の記念となる式典のお手伝いをしました。参加�

した委員の中には、二十歳になった参加者と久々に再会することが�

でき、かつての小・中学校時代の話に花を咲かせるといったこともあ�

りました。参加者のみなさんだけでなく、私たち青少年委員にとって�

も大変喜ばしい日になりました。二十歳を迎えた皆さん、おめでとう�

ございます！

　令和７年１月２２日(水)、江東区教育センターにて、江�

東区中学校生徒会交流会が開催されました。今回か�

ら、開催日が土曜日から水曜日に変更されました。当�

日は、最初に大島西中学校生徒会から代表校実践報告�

が行われた後、各校から参加した生徒会の生徒が、１１�

グループに分かれて、各グループに与えられたテーマ�

について議論しました。青少年委員も、各グループの�

議論のサポート役として参加し、議論が円滑に進む手�

助けをしました。平日午後の短い時間でしたが、活発�

な議論が行われました。

　大島地区では、地域の各団体と協力してこどもたちのための活動�

を行っています。令和６年１１月１６日(土)には、江東区少年団体連絡�

協議会大島連合会が主催する「子ども会育成指導者地域別研究協議�

会」に共催者として、テーマの選択や発表者の選定など、企画運営を�

行い、本年は科学技術高校による発表を行いました。



　令和６年８月３日(土) 第１８回江東区内都立�

高校紹介を、ティアラこうとう大ホールで開催�

しました。

　今年度は予約不要で参加していただけるよ�

うにしたため、江東区内の中学生・保護者を中�

心に多くの来場者をお迎えすることができま�

した。�

　オープニングでは、大江戸高等学校の琴の�

演奏や深川高等学校のダンスパフォーマンス�

が披露されました。

　江東区内都立高校８校の紹介・発表では動画�

や画像を大型スクリーンに投影し、各校の生徒�

たちが授業や部活動など普段の学校生活や、文�

化祭・修学旅行などのイベント、また進路実績�

などを説明しました。どの学校も高校生が充�

実した学校生活を送っている様子や、各校の特�

徴や魅力がよく伝わり、来場者は見入っていま�

した。

　質疑応答では、来場者の「今」知りたいことや�

高校生活について各校の生徒が答えており、中�

学生だけではなく小学生の皆さんにとっても、�

よい体験談が聞けたと思います。

　２階ロビーには各校の紹介パネルも展示され、�

来場者が楽しくお喋りをしながら見ている様子�

もうかがえました。

　これからも「行ける学校ではなく行きたい学�

校に！」を合言葉に、生徒や保護者を対象とし�

た進路選択のサポートを続けてまいります。

　今年度は、これまで継続してきた�
活動に加えて、新しいことにも「チャ�
レンジ」してきた１年間となりまし�
た。防災体験プログラム、ジュニア�
リーダーとの関わり方や区民まつり�
のソースせんべい･･･。まだまだ、こ�
れからもいろいろ試行錯誤を繰り返�
しながら活動していくかと思います。�
今後も随時お届けできるかと思いま�
すので、これからもよろしくお願いし�
ます。

　令和７年１月２４日(金)、江東区文化セン�

ターにて、青少年委員と江東区教育委員会・

本多健一朗教育長との意見交換会が開催�

されました。当日は、青少年委員会の役員�

１５名が参加し、導入が進むコミュニティ�

スクールへの対応、青少年委員と小学校と�

の連携などについて意見交換が行われまし

た。教育長からは、委員からの質問に回答�

とともに、私たち青少年委員の活躍を期待�

する言葉をいただきました。今回の意見交換会は、今後の活動をより良いものに�

するため、貴重な情報を知るとともに、多くの学びがありました。
（M.F）


